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細則４－２　単独荷卸しを行う危険物施設が講じる安全対策

	定める必要がある施設
	危険物施設の危険物取扱者の立会いなしに、移動タンク貯蔵所に乗務する危険物取扱者が単独で荷卸し（以下「単独荷卸し」という。）を行う危険物施設



第１　総則
当所の単独荷卸しは、本編及び関係する細則によるほか、第２で定める「単独荷卸し実施規程」に基づき行うものとする。

第２　単独荷卸し実施規程
１　所長は、危険物保安技術協会が交付した評価結果通知書により評価された単独荷卸しの仕組み（以下「評価を受けた単独荷卸しの仕組み」という。）に基づき、単独荷卸しを実施するものとする。
２　所長は、評価を受けた単独荷卸しの仕組みに基づき、危険物保安監督者、勤務員の勤務体制を確保するものとする。
３　所長は、評価を受けた単独荷卸しの仕組みに基づき、安全対策設備の維持管理の徹底を図るものとする。
４　所長は、評価を受けた単独荷卸しの仕組みに基づき、当所、運送会社及び石油供給者が実施すべき事項を把握し、実施状況を確認するよう努めるものとする。
５　所長は、評価を受けた単独荷卸しの仕組みに基づき、危険物保安監督者及び勤務員に対して教育及び訓練を実施するものとする。
６　危険物保安監督者及び勤務員は、単独荷卸しに係る災害等が発生した場合、評価を受けた単独荷卸しの仕組みに基づき対応するものとする。
７　当該細則に、下記書類を添付するものとする。
⑴　危険物保安技術協会が交付した評価結果通知書の写し
⑵　単独荷卸しを実施する運送業者名を記載した書類
⑶　石油供給者又は自ら単独荷卸しを行う運送業者が、評価を受けた単独荷卸しの仕組みに基づき、単独荷卸しを実施することを当所に対して確約した契約書等の写し
８　その他
⑴　運行管理者が運送業者の事務所等に常駐しない場合は、次の体制を確保するものとする。
ア　危険物保安監督者（危険物保安監督者の選任義務のない給油取扱所等にあっては危険物取扱者）と運行管理者との連絡を電話等にて行う連絡体制
イ　災害発生時の応急措置（消火器による初期消火、乾燥砂や油吸着剤等による漏えい拡大防止、消防機関等への通報、作業異常時の対応等）に係る運行管理者から乗務員への指示を電話等にて行う指示体制



